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No.1110	 2012年 9 月号

　9 月 6 日、愛媛県庁において、四国森林管理局と四国 4 県の林務担当部局、

(独) 森林総合研究所四国支所、同林木育種センター関西育種場、同森林農

地整備センター中国四国整備局参加のもと、第 38 回四国林政連絡協議会を

開催しました。 （詳細は２頁）

第38回四国林政連絡協議会
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九
月
六
日
、
愛
媛
県
庁
に
お

い
て
、
四
国
各
県
の
林
務
担
当

部
局
、(

独)

森
林
総
合
研
究

所
四
国
支
所
、
同
林
木
育
種
セ

ン
タ
ー
関
西
育
種
場
、
同
森
林

農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
中
国
四
国

整
備
局
参
加
の
も
と
、
林
野
庁

か
ら
担
当
官
の
出
席
を
得
て
第

三
八
回
四
国
林
政
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
会
長
の
新
木

四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
「
こ

の
協
議
会
は
、
四
国
地
区
に
お

け
る
民
有
林
行
政
と
国
有
林
野

の
管
理
経
営
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
森
林
の
適
正
な
整
備
及

び
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に

資
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ

　
四
国
林
政
連
絡
協
議
会
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

の
協
議
会
を
機
に
、
今
後
と
も
、

ご
参
加
の
各
構
成
機
関
と
よ
り

一
層
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
森

林
・
林
業
等
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
、
情
報
交
換
等
を
行

い
、
今
後
の
方
向
を
見
定
め
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
開
催
県
で
あ
る
愛
媛

県
の
浅
野
森
林
局
長
と
林
野

庁
計
画
課
箕
輪
企
画
班
担
当

課
長
補
佐
か
ら
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
四
国
山
の
日
賞
」

選
定
団
体
の
報
告
・
審
議
、
林

野
庁
か
ら
森
林
・
林
業
を
巡
る

最
近
の
動
き
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
機
関
か
ら
国
産
材
の
利
用
拡

大
、
森
林
吸
収
源
対
策
、
四
国

Ｊ
―

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
等
に
つ
い

て
の
取
組
状
況
や
、
森
林
総
合

研
究
所
に
お
け
る
林
業
再
生
に

資
す
る
各
種
研
究
事
例
や
国
有

林
と
の
連
携
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
説
明

に
関
し
て
各
機
関
か
ら
は
活
発

な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
有

意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

四国林政連絡協議会会長挨拶（新木局長）

　

九
月
三
日
、
四
国
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
南
海
地
震
が
発

生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
防
災

体
制
の
確
立
及
び
災
害
対
応
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
局
長
、
三
部
長

を
始
め
、
各
課
長
等
の
幹
部
が

参
加
し
、
午
前
七
時
に
四
国
沖

を
震
源
と
す
る
Ｍ
八
・
四
の
地

震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、

非
常
参
集
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
参
集
後
は
局
応
接
室
で
災

害
対
策
本
部
の
設
営
訓
練
、
衛

星
携
帯
電
話
を
使
っ
た
非
常
時

通
信
訓
練
、
職
員
の
安
否
確
認

訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。
当
局

庁
舎
は
、
今
年
五
月
一
一
日
に

高
知
県
よ
り
公
表
さ
れ
た
津
波

浸
水
区
域
内
に
あ
り
、
国
の
ブ

ロ
ッ
ク
機
関
と
し
て
甚
大
な
被

災
地
域
の
真
っ
只
中
に
所
在
す

る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
急
な
防
災
対
策

の
見
直
し
と
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
訓
練
終
了
後
、
局

長
よ
り
「
こ
の
訓
練
を
契
機
に

局
の
防
災
対
策
の
向
上
に
努
め

て
ほ
し
い
。
」
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
日

常
的
に
地
震
に
対
す
る
危
機

感
、
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
」
、
「
地
震
発
生
後
に
お
け

る
初
動
体
制
が
重
要
だ
と
実
感

し
た
」
、
「
自
分
の
や
る
べ
き
役

目
等
を
確
認
で
き
た
事
は
有
意

　
防
災
訓
練
を
実
施

〈
企
画
調
整
室
〉



	 グリーン四国	 №1110	 2012（H24）9月号

― 3 ―

義
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
局
で
の
津
波
対
策
等
を

踏
ま
え
た
防
災
訓
練
は
今
回

が
初
め
て
で
、
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
次
回
の
防
災
訓
練
や

対
策
に
活
か
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

対策本部設置後、図上訓練を行っている様子

｢

第
一
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会｣

を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

　

七
月
二
七
日
、
高
知
県
高
岡

郡
中
土
佐
町
に
あ
る
四
万
十
森

林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
に
お

い
て
、
平
成
二
四
年
度
第
一
回

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
四
国
四
県
か
ら
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
の
方
一
六
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
新
木
四
国
森

林
管
理
局
長
か
ら
「
実
際
に
森

林
の
状
況
を
見
て
感
じ
て
い
た

だ
き
、
国
有
林
の
取
組
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
初
の
見
学
地
で
は
間
伐
材

を
搬
出
す
る
森
林
作
業
道
に
入

り
、
周
辺
の
国
有
林
を
眺
望
し

な
が
ら
、
国
有
林
の
特
徴
、
林

齢
や
樹
高
の
異
な
る
樹
木
か
ら

構
成
さ
れ
る
複
層
林
造
成
箇
所

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

国
有
林
を
眺
望
し
、

　
　
　
　
　

特
徴
を
説
明

　

そ
の
後
、
間
伐
事
業
実
施
箇

所
へ
移
動
し
、
森
林
整
備
事
業

の
概
要
や
架
線
集
材
、
高
性
能

林
業
機
械
に
つ
い
て
見
学
し
ま

し
た
。
当
日
に
な
っ
て
故
障
し

て
し
ま
っ
た
高
性
能
林
業
機
械

の
ハ
ー
ベ
ス
タ
が
稼
働
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
架
線
で
間

伐
材
を
集
材
し
、
グ
ラ
ッ
プ
ル

で
資
材
整
理
す
る
と
こ
ろ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
魚
の
生
息
や
繁
殖

を
助
け
る
魚
つ
き
保
安
林
に
寄

り
、
保
安
林
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は
、
複
層
林

等
の
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
誘

導
し
て
い
く
森
林
整
備
、
人
工

林
の
間
伐
事
業
箇
所
に
お
け
る

高
性
能
林
業
機
械
や
間
伐
材
の

活
用
の
取
組
、
ま
た
、
保
安
林

に
つ
い
て
、
実
際
に
国
有
林
に

足
を
運
ん
だ
こ
と
に
よ
り
理
解

を
深
め
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

当
日
は
大
変
暑
い
中
で
し
た

が
、
説
明
を
熱
心
に
聞
き
、
活

発
に
質
問
や
意
見
を
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ッ
プ
ル
作
業
の
見
学
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八
月
二
四
日
、
公
募
に
よ
る

親
子
一
九
組
、
四
五
名
が
参
加

し
た
「
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い

木
工
教
室
」
を
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
木
工
教
室
は
、
夏
休
み

の
研
究
・
学
習
の
支
援
と
身
近

な
自
然
環
境
へ
の
関
心
や
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
オ
イ
ス
カ
高
知
県
推
進
協

議
会
と
の
共
催
で
、
例
年
、
夏

休
み
期
間
中
に
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

前
半
は
、
当
局
の
森
林
環
境

教
育
と
木
工
教
室
を
実
施
し
、

森
林
の
役
割
や
森
林
か
ら
の
恩

恵
に
つ
い
て
、
参
加
者
に
質
問

し
な
が
ら
森
林
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
森
林
整
備
等
で
発

生
し
た
広
葉
樹
の
小
枝
な
ど
を

使
っ
て
『
壁
掛
け
』
製
作
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
二
種
類
の
見
本
を

用
意
し
、
受
付
で
作
り
た
い
作

品
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

見
本
を
参
考
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
作
品
を
作
っ
て
貰
う
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
細

か
な
パ
ー
ツ
が
幾
つ
も
あ
り
、

子
供
た
ち
は
そ
の
色
塗
り
に

悪
戦
苦
闘
。
し
か
し
、
所
定

の
時
間
内
に
見
事
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

準
備
段
階
で

は
見
本
と
同
じ

数
の
パ
ー
ツ
を

準
備
は
し
ま
し

た
が
、
子
供
た

ち
の
個
性
は
炸

裂
、
夢
の
あ
る

作
品
が
完
成
。

ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
大
作
で
し

た
。

　

当
局
の
木
工
教
室
の
後
は
、

オ
イ
ス
カ
ス
タ
ッ
フ
と
海
外
研

修
生
が
先
生
に
な
り
、
積
み
木

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
、
先
生
の
お
話
し

を
聞
い
た
後
、
広
い
真
っ
赤
な

絨
毯
の
上
で
、
保
護
者
も
交
え

て
積
み
木
遊
び
に
そ
れ
ぞ
れ
が

夢
中
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

上
へ
上
へ
高
く
積
み
上
げ
る

木工作業中

子
、
几
帳
面
に
隙
間
無
く
頑
丈

な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
作
る
子
、

様
々
な
積
み
木
の
造
形
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
み
ん
な
が
組
み
上

げ
た
積
木
は
ど
の
よ
う
に
出
来

た
か
な
ど
、
オ
イ
ス
カ
ス
タ
ッ

フ
が
順
を
追
っ
て
丁
寧
に
説
明

す
る
と
、
子
ど
も
達
は
森
林
整

備
の
た
め
に
木
を
伐
る
こ
と
の

大
切
さ
を
知
り
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

積み木はどこから来たの？

　『
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
』
開
催

　
　
～
小
枝
等
で
作
る

　
　
　
「
壁
掛
け
」
と
積
み
木
教
室
～

〈
指
導
普
及
課
〉


